翻訳 朱東潤作 陸游の律詩における対句の特色 by 朱 東潤 & 三野 豊浩
翻
訳
陸
游
の
律
詩
に
お
け
る
対
句
の
特
色
朱　
　
　
東　
潤
著
三　
野　
豊　
浩
訳
〔解
題
〕
○
本
稿
は
、
朱
東
潤
（一
八
九
六
～
一
九
八
八
）
の
『陸
游
研
究
』
（一
九
六
一
年
九
月
、
中
華
書
局
）
所
収
の
論
文
「陸
游
律
句
的
特
色
」
の
翻
訳
で
あ
る
。
○
原
文
に
は
注
は
な
い
が
、
本
文
中
に
引
用
さ
れ
た
陸
游
の
詩
の
製
作
時
期
を
、
末
尾
に
補
注
と
し
て
記
し
た
。
製
作
時
期
は
、
す
べ
て
錢
仲
聯
『劍
南
詩
稿
校
注
』
（一
九
八
五
年
九
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
の
題
解
に
よ
る
。
○
訓
読
は
旧
仮
名
遣
い
を
原
則
と
し
た
が
、
ル
ビ
に
関
し
て
は
新
仮
名
遣
い
と
し
た
。
陸
游
（一
一
二
五
～
一
二
一
〇
）
の
詩
の
主
要
な
形
式
は
、
彼
の
律
詩
、
な
か
ん
ず
く
七
言
律
詩
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
律
詩
の
様
式
は
比
較
的
固
定
し
た
も
の
な
の
で
、
古
詩
の
よ
う
に
、
任
意
に
変
化
し
た
り
、
自
在
に
運
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
排
律
以
外
は
、
通
常
四
十
字
あ
る
い
は
五
十
六
字
の
み
な
の
で
、
語
句
の
運
用
に
も
必
然
的
な
制
限
が
あ
り
、
一
層
厳
格
で
凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
こ
の
八
句
の
中
で
、
言
う
べ
き
こ
と
を
完
全
に
言
い
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
内
容
は
形
式
の
制
限
を
受
け
る
が
、
こ
の
わ
ず
か
八
句
の
中
で
も
、
内
容
は
十
二
分
に
充
実
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
読
者
に
必
ず
理
解
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
去
の
律
詩
の
作
者
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
点
に
努
力
を
傾
注
し
た
が
、
陸
游
は
そ
れ
に
成
功
し
た
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。
陸
游
の
作
品
の
中
で
、
「書
憤
」
（『詩
稿
』
巻
十
七
）（１
）は
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。
早
歳
那
知
世
事
艱
早
歳
那な
んぞ
知
ら
ん
世
事
の
艱か
たき
を
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中
原
北
望
氣
如
山
中
原
北
望
す
れ
ば
気
山
の
ご
と
し
樓
船
夜
雪
爪
洲
渡
楼
船
夜
雪
爪
洲
の
渡
鐡
馬
秋
風
大
散
關
鉄
馬
秋
風
大
散
関
塞
上
長
城
空
自
許
塞
上
の
長
城
と
空む
なし
く
自
ら
み
ず
か
許
せ
し
も
鏡
中
衰
鬢
已
先
斑
鏡
中
の
衰
鬢
已す
でに
先まづ
斑
な
ま
だ
ら
り
出
師
一
表
眞
名
世
出
師
の
一
表
真
に
ま
こ
と
世
に
名
あ
り
千
載
誰
堪
伯
仲
間
千
載
誰
か
伯
仲
の
間
に
堪た
へた
る
こ
の
詩
の
中
で
、
彼
は
四
十
歳
で
鎭
江
（今
の
江
蘇
省
鎮
江
市
）
に
い
た
時
と
、
四
十
八
歳
で
南
鄭
（今
の
陝
西
省
漢
中
市
）
に
い
た
時
の
思
惟
と
感
情
を
完
全
に
表
現
し
て
い
る
。
陸
游
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
―
―
―
詩
を
書
い
て
い
る
こ
の
年
（六
十
二
歳
）、
自
分
は
壮
大
な
抱
負
を
抱
い
て
い
る
が
、
す
で
に
老
衰
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
千
年
以
前
の
諸
葛
孔
明（2
）を
想
起
す
る
と
、
誰
が
彼
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
い
思
い
を
禁
じ
得
な
い
―
―
―
と
。
こ
の
八
句
の
中
に
、
過
去
が
あ
り
、
現
在
が
あ
り
、
東
南
の
瓜
洲
渡
が
あ
り
、
西
北
の
大
散
關
が
あ
り
、
往
年
の
抱
負
が
あ
り
、
今
日
の
感
慨
が
あ
る
。
最
後
の
結
び
で
は
、
自
分
を
そ
れ
な
り
に
見
積
っ
て
お
り
、
同
時
に
無
限
の
期
待
を
も
提
示
し
て
い
る
。
陸
游
の
詩
の
中
で
、
こ
れ
は
極
め
て
良
い
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
、
全
集
の
中
に
他
に
も
少
な
く
な
い
。
冒
頭
二
句
は
、
気
勢
が
人
の
耳
目
を
そ
ば
だ
て
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
末
尾
の
二
句
も
少
し
も
弛
緩
し
た
形
跡
が
な
く
、
い
ず
れ
も
重
視
に
値
す
る
。
一
般
の
作
品
で
は
、
主
要
な
力
点
は
中
間
の
四
句
に
置
か
れ
、
こ
の
四
句
は
、
通
常
は
「景
」
が
一
聯
、
「情
」
が
一
聯
で
、
時
に
は
更
に
「景
」
の
中
に
「情
」
が
あ
り
、
「情
」
の
中
に
「景
」
が
あ
り
、
「情
景
交
融
」
の
詩
句
と
な
る
。
律
詩
は
凝
縮
が
要
求
さ
れ
、
最
も
経
済
的
な
手
法
に
よ
っ
て
、
比
較
的
複
雑
な
意
境
を
伝
達
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
時
に
は
典
故
を
使
用
し
て
、
読
者
の
た
め
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
陸
游
は
僻
典
（か
た
よ
っ
た
難
解
な
典
故
）
を
用
い
る
こ
と
が
少
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
創
作
の
上
で
、
多
大
な
流
弊
が
な
い
。
あ
る
種
の
作
者
、
た
と
え
ば
北
宋
の
西
崑
体
の
詩
人
な
ど
は
、
生
硬
で
難
解
な
典
故
を
過
度
に
使
用
し
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
一
つ
の
詩
の
全
八
句
が
す
べ
て
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
こ
う
な
る
と
、
読
者
が
容
易
に
理
解
で
き
な
く
な
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
作
者
の
意
図
を
伝
達
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
誤
っ
た
道
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
陸
游
の
詩
中
に
お
け
る
典
故
使
用
の
例
句
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
蹈
海
言
猶
在　
　
海
を
踏
む
の
言
猶
ほ
在
り
移
山
志
未
衰　
　
山
を
移
す
の
志
未
だ
衰
へず
『詩
稿
』
巻
六
十
六
「雑
感
」（3
）
度
兵
大
餐
非
無
策　
　
兵
大
餐
を
度わ
たる
は
策
無
き
に
非
ず
收
泣
新
亭
要
有
人　
　
泣
を
な
み
だ
新
亭
に
収
む
る
は
人
有
る
を
要
す
『詩
稿
』
巻
十
八
「夜
千
峰
槎
に
登
る
」（4
）
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靑
衫
曾
奏
三
千
牘　
　
青
衫
曽
て
奏
す
三
千
の
牘
白
首
猶
思
丈
二
殳
白
首
猶
ほ
思
ふ
丈
二
の
殳
『詩
稿
』
巻
十
八
「雪
夜
感
有
り
」（5
）
事
去
大
牀
空
獨
臥
事
去
り
て
大
牀
に
空
し
く
独ひ
とり
臥
す
時
來
竪
子
或
成
名
時
来き
たら
ば
竪
子
或
は
あ
る
い
名
を
成
さ
ん
『詩
稿
』
巻
二
十
四
「冬
夜
書
を
読
み
、
忽
ち
鶏
唱
を
聞
く
」（6
）
壯
日
自
期
如
孟
博
壮
日
自
ら
孟
博
の
ご
と
く
な
ら
ん
と
期
す
殘
年
但
欲
慕
初
平
残
年
但ただ
初
平
を
慕
は
ん
と
欲
す
『詩
稿
』
巻
六
十
三
「枕
上
の
作
」（7
）

名
定
作
陳
驚
坐
虚
名
定
め
て
陳
驚
坐
と
作なら
ん
好
句
眞
慚
趙
倚
樓
好
句
真
に
ま
こ
と
趙
倚
楼
に
慚はづ
『詩
稿
』巻
七
十
五
「恩
も
て
渭
南
伯
に
封
ぜ
ら
る
。
唐
の
詩
人
趙
莊
渭
南
の
尉
と
為
り
、
当
時
之こ
れを
趙
渭
南
と
謂
ふ
。
後
来
将ま
さに
予
を
以
て
陸
渭
南
と
為
さ
ん
と
す
る
か
。
戯
れ
に
長
句
を
作
る
」（8
）
こ
れ
ら
の
対
句
の
中
で
陸
游
は
、
経
済
的
な
手
法
に
よ
っ
て
比
較
的
複
雑
な
意
境
を
伝
達
す
る
と
い
う
任
務
を
果
た
し
て
い
る
。
「事
去
」
の
一
聯
は
、
自
分
の
政
治
上
の
失
敗
と
、
た
と
え
失
敗
に
遭
遇
し
て
も
、
な
お
も
屈
服
に
甘
ん
じ
な
い
と
い
う
気
概
を
表
現
し
て
い
て
、
真
に
「言
簡
に
し
て
意
爼
る
そ
な
わ
（言
簡
意
爼
）」
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
律
詩
の
創
作
の
中
で
、
非
常
に
成
功
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
次
は
、
「写
景
」
で
あ
る
。
陸
游
は
若
い
頃
に
前
線
地
帯
に
行
き
、
名
山
や
大
河
を
跋
渉
し
た
の
で
、
写
景
の
詩
句
に
お
い
て
は
、
非
常
に
壮
大
で
あ
る
。
晩
年
以
降
は
農
村
で
生
活
し
た
の
で
、
景
物
を
描
写
す
る
と
、
通
常
は
細
緻
で
巧
妙
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
概
略
で
あ
る
。
壮
大
な
対
句
に
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
浪
蹴
半
空
白　
　
浪
半
空
を
蹴
り
て
白
く
天
浮
無
盡
靑　
　
天
無
尽
に
浮
か
び
て
青
し
『詩
稿
』巻
一
「海
中
酔
題
時
に
雷
雨
初
め
て
霽はれ
、天
水
相
接
す
る
な
り
」（9
）
亂
山
徐
吐
日　
　
乱
山
徐
に
お
も
む
ろ
日
を
吐
き
積
水
遠
生
煙　
　
積
水
遠
く
煙
を
生
ず
『詩
稿
』
巻
三
「隣
水
延
福
寺
早
行
」（
10）
日
依
平
野
沒　
　
日
平
野
に
依
り
て
没
し
水
帶
斷
槎
流　
　
水
断
槎
を
帯
び
て
流
る
『詩
稿
』
巻
八
「江
楼
」（
11）
山
平
水
遠
蒼
茫
外
山
平
ら
か
に
水
遠
し
蒼
茫
の
外
地
闢
天
開
指
顧
中
地
闢ひ
らき
天
開
く
指
顧
の
中
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『詩
稿
』
巻
十
「初
め
て
夷
陵
を
発
す
」（
12）
無
窮
江
水
與
天
接
無
窮
の
江
水
天
と
接
し
不
斷
海
風
吹
月
來
不
断
の
海
風
月
を
吹
き
来き
たる
『詩
稿
』
巻
十
「公
安
県
に
泊
す
」（
13）
別
都
王
氣
半
空
紫
別
都
の
王
気
半
空
紫
に
大
將
牙
旗
三
丈
黄
大
将
の
牙
旗
三
丈
黄
な
り
『詩
稿
』
巻
十
「将
に
金
陵
に
至
ら
ん
と
し
て
、
先
に
劉
留
守
に
寄
せ
献
ず
」（
14）
こ
の
一
類
と
関
連
す
る
も
の
に
豪
壮
な
詩
句
が
あ
り
、
景
物
を
描
写
す
る
中
に
、
詩
人
の
主
観
的
な
感
情
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
度
沙
風
破
肉　
　
沙
を
度わ
たれ
ば
風
肉
を
破
り
攻
壘
雪
平
壕　
　
塁
を
攻
む
れ
ば
雪
壕
に
平
ら
か
な
り
『詩
稿
』
巻
二
十
八
「小
出
塞
曲
」（
15）
水
痩
河
聲
壯　
　
水
痩
せ
て
河
声
壮
に
拇
枯
馬
力
生　
　
拇
枯
れ
て
馬
力
生
ず
『詩
稿
』
巻
三
十
三
「初
冬
感
懐
」（
16）
唾
手
毎
思
雙
羽
箭
手
に
唾
し
て
毎つ
ねに
思
ふ
双
羽
箭
快
心
初
見
萬
樓
船
心
を
快
く
し
て
初
め
て
見
る
万
楼
船
『詩
稿
』
巻
十
「采
石
を
過
ぎ
て
感
有
り
」（
17）
悲
歌
未
肯
彈
長
鋏
悲
歌
未
だ
長
鋏
を
弾
ず
る
を
肯
ぜ
ず
豪
氣
猶
能
臥
大
牀
豪
気
猶
ほ
能
く
大
牀
に
臥
す
『詩
稿
』
巻
十
一
「信
州
東
駅
晨
起
」（
18）
山
川
信
美
故
飲
遠
山
川
信
に
ま
こ
と
美
な
る
も
故
郷
遠
く
天
地
無
菷
雙
鬢
秋
天
地
情
無
く
し
て
双
鬢
秋
な
り
『詩
稿
』
巻
十
二
「春
晩
」（
19）
し
か
し
よ
り
一
層
多
い
の
は
、
描
写
が
細
微
な
対
句
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
細
緻
な
観
察
と
虚
心
な
体
得
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
最
も
肝
心
な
の
は
、
細
密
な
描
写
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
詩
句
は
、
陸
游
の
晩
年
に
特
に
多
く
、
お
よ
そ
数
聯
を
あ
げ
る
こ
と
で
例
証
と
す
る
。
野
隼
山
半
失　
　
野
煙
り
て
山
半
ば
失
は
れ
溪
漲
浦
横
通　
　
渓
漲
り
て
浦
横
さ
ま
に
通
ず
『詩
稿
』
巻
四
十
七
「舎
北
」（
20）
山
深
雲
滿
屋　
　
山
深
く
し
て
雲
屋
に
満
ち
夜
靜
月
當
門　
　
夜
静
か
に
し
て
月
門
に
当
た
る
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か『詩
稿
』
巻
七
十
八
「秋
日
前
輩
の
新
年
の
韻
に
次
す
」（
21）
江
邊
雲
仔
初
横
雁
江
辺
雲
湿
り
て
初
め
て
雁
を
横
さ
ま
に
し
牆
下
桐
疎
不
庇

牆
下
桐
疎ま
ばら
に
し
て
蝉
を
庇か
ばは
ず
『詩
稿
』
巻
二
「久
し
く
病
み
、
灼
艾
の
後
独
臥
し
て
感
有
り
」（
22）
天
際
斂
雲
山
盡
出
天
際
雲
を
斂お
さめ
て
山
尽
く
こ
と
ご
と
出いで
江
流
収
漲
水
初
平
江
流
漲
を
収
め
て
水
初
め
て
平
ら
か
な
り
『詩
稿
』
巻
四
「客
を
送
り
て
江
上
に
至
る
」（
23）
弄
姿
野
煦
役
猶
斂
姿
を
弄
ぶ
野や煦
晴
れ
て
猶
ほ
斂お
さま
り
作
態
江
雲
晩
未
歸
態
を
作
す
江
雲
晩
に
未
だ
帰
ら
ず
『詩
稿
』
巻
八
「昼
臥
」（
24）
護
雛
燕
子
常
更
出
雛
を
護ま
もる
燕
子
常
に
更
に
出
で
著
雨
楊
花
又
嬾
飛
雨
を
著
く
る
楊
花
又
た
飛
ぶ
に
嬾
し
も
の
う
『詩
稿
』
巻
二
十
二
「晩
春
感
事
」（
25）
孤
燈
無
撫
穴
鼠
出
孤
灯
撫
無
く
穴
鼠
出いで
枯
葉
有
聲
鄰
犬
行
枯
葉
声
有
り
て
隣
犬
行
く
『詩
稿
』
巻
六
十
三
「枕
上
の
作
」（7
）
雲
迷
野
渡
一
聲
雁
雲
は
迷
は
し
む
野
渡
一
声
の
雁
雪
暗
山
村
千
樹
梅
雪
は
暗
く
す
山
村
千
樹
の
梅
『詩
稿
』
巻
六
十
四
「冬
夜
」（
26）
城
角
吹
殘
河
漸
隱
城
角
吹
き
残
は
そ
こ
な
れ
て
河
漸
く
よ
う
や
隠
れ
海
氛
消
盡
日
初
生
海
氛
消
え
尽
く
し
て
日
初
め
て
生
ず
『詩
稿
』
巻
七
十
二
「暁
思
」（
27）
こ
の
一
類
は
、
い
ず
れ
も
非
常
に
細
緻
な
も
の
で
あ
る
。
「江
邊
」
の
一
聯
は
、
江
上
の
大
量
の
水
蒸
気
の
た
め
に
雲
が
湿
気
を
帯
び
る
の
で
あ
り
、
雲
中
の
湿
気
が
重
過
ぎ
る
た
め
に
雁
の
群
れ
が
不
ぞ
ろ
い
な
の
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
句
に
つ
い
て
言
え
ば
、
垣
根
に
寄
り
縋
っ
て
い
て
養
分
が
足
り
な
い
た
め
に
桐
の
葉
が
少
な
く
、
桐
の
葉
が
ま
ば
ら
な
た
め
に
蝉
の
全
身
が
露
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
句
十
四
字
で
、
詩
人
が
目
に
し
た
情
景
を
完
全
に
描
写
し
尽
く
し
て
い
る
。
『詩
稿
』
巻
三
十
「陽
関
の
図
に
題
す
」（
28）の
頷
聯
、
荒
城
孤
驛
夢
千
里
荒
城
孤
駅
夢
千
里
遠
水
斜
陽
天
四
垂
遠
水
斜
陽
天
四
垂
は
、
山
奥
の
僻
地
を
非
常
に
細
緻
に
詠
い
、
そ
れ
で
い
て
一
種
の
凄
愴
感
が
充
満
し
て
も
い
る
。
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「写
景
」
の
詩
句
は
、
詩
人
が
目
に
し
た
事
物
を
詠
う
も
の
で
、
客
観
的
な
描
写
以
外
に
、
主
観
的
な
要
素
を
も
含
ん
で
い
る
。
「写
情
」
の
詩
句
は
、
詩
人
が
自
分
の
感
情
を
詠
う
も
の
で
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
主
観
的
な
要
素
で
あ
る
。
彼
は
、
自
分
の
充
溢
し
た
感
情
に
よ
っ
て
、
人
を
感
動
さ
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
律
詩
の
創
作
に
お
い
て
、
こ
れ
は
よ
り
一
層
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
陸
游
の
「写
情
」
の
詩
句
の
あ
る
も
の
は
、
雄
大
と
沈
勇
の
感
情
を
表
現
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
孤
舟
鏡
湖
客　
　
孤
舟
鏡
湖
の
客
萬
里
玉
關
心　
　
万
里
玉
関
の
心
『詩
稿
』
巻
二
十
七
「春
陰
」（
29）
江
聲
不
盡
英
雄
恨
江
声
尽
く
さ
ず
英
雄
の
恨
み
天
意
無
私
草
木
秋
天
意
私
無
く
草
木
秋
な
り
『詩
稿
』
巻
二
「黄
州
」（
30）
五
更
風
雨
夢
千
里
五
更
の
風
雨
夢
千
里
半
世
江
湖
身
百
憂
半
世
の
江
湖
身
百
憂
『詩
稿
』
巻
十
二
「北
窓
」（
31）
老
子
猶
堪
絶
大
漠
老
子
猶
ほ
大
漠
を
絶
す
る
に
堪
ふ
諸
君
何
至
泣
新
亭
諸
君
何
ぞ
新
亭
に
泣
く
に
至
ら
ん
『詩
稿
』
巻
十
四
「夜
水
村
に
泊
す
」（
32）
浮
生
亦
念
古
有
死
浮
生
亦
た
念お
もふ
古
よ
い
に
し
えり
死
有
る
を
壯
氣
要
使
胡
無
人
壮
気
胡
を
し
て
人
無
か
ら
し
め
ん
と
要
す
『詩
稿
』
巻
十
五
「読
書
罷やみ
、
小
酌
し
て
偶
々
た
ま
た
ま賦
す
」（
33）
こ
の
種
の
感
情
と
関
連
す
る
も
の
に
、
自
負
の
詩
句
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
大

艱
危
見　
　
大
節
艱
危
に
見
れ
あ
ら
わ
眞
心
夢
寐
知　
　
真
心
夢
寐
に
知
る
『詩
稿
』
巻
五
十
「老
学
庵
」（
34）
殺
身
有
地
初
非
惜
身
を
殺
す
に
地
有
る
は
初
め
よ
り
惜
し
む
に
非
ざ
る
も
報
國
無
時
未
免
愁
国
に
報
ゆ
る
に
時
無
き
は
未
だ
愁
を
免
れ
ず
『詩
稿
』
巻
三
「慧
照
寺
の
小
閣
に
登
る
」（
35）
據
鞍
馬
援
雖
堪
笑
鞍
に
據よる
の
馬
援
笑
ふ
に
堪
へ
た
り
と
雖
も
強
飯
廉
頗
亦
未
非
飯
を
強しひ
る
の
廉
頗
亦
た
未
だ
非
な
ら
ず
『詩
稿
』巻
六
十
七
「親
旧
過よぎ
ら
れ
、
多
く
強
健
を
賀
せ
ら
る
。
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戯
れ
に
此
の
篇
を
作
る
」（
36）
老
羆
尚
欲
身
當
道
老
羆
尚
ほ
身
道
に
当
た
ら
ん
と
欲
す
乳
虎
何
疑
氣
食
牛
乳
虎
何
ぞ
気
牛
を
食
ふ
を
疑
は
ん
『詩
稿
』
巻
七
十
二
「秋
晩
」（
37）
詩
人
に
は
自
負
の
情
熱
が
あ
る
が
、
あ
る
べ
き
出
口
に
た
ど
り
着
い
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
感
慨
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
陸
游
は
、
自
分
は
諸
葛
孔
明（2
）・王
猛（
38）・馬
周（
39）・李り勣せ
きな（
40）ど
に
類
す
る
人
物
で
あ
る
と
平
素
か
ら
自
負
し
て
い
た
。
彼
に
は
功
名
を
樹
立
し
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
終
始
隠
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
終
始
満
足
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
陸
游
自
身
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
飄
零
爲
祿
仕　
　
飄
零
禄
仕
を
為
し
畉
畊
得
詩
名　
　
畉
畊
詩
名
を
得
た
り
『詩
稿
』
巻
五
十
八
「秋
夕
」（
41）
そ
れ
ゆ
え
彼
の
詩
の
中
に
、
感
慨
の
詩
句
は
比
較
的
多
い
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
報
國
計
安
出　
　
報
国
の
計
安い
ずく
に
か
出い
でん
滅
胡
心
未
休　
　
滅
胡
の
心
未
だ
休やま
ず
『詩
稿
』
巻
九
「枕
上
」（
42）
漢
廷
雖
好
老　
　
漢
廷
老
を
好こ
のむ
と
雖
も
い
え
ど
楚
澤
未
招
魂　
　
楚
沢
未
だ
魂
を
招
か
ず
『詩
稿
』
巻
五
十
二
「門
を
掩
ふ
」（
43）
捫
蝨
雄
豪
空
自
許
虱
を
捫ひ
ねる
雄
豪
空
し
く
自
ら
許
せ
し
も
屠
龍
工
巧
竟
何
成
竜
を
屠ほ
ふる
工
巧
竟つ
いに
何
を
か
成
さ
ん
『詩
稿
』
巻
三
「即
事
」（
44）
時
平
壯
士
無
功
老
時
平
ら
か
に
壮
士
功
無
く
し
て
老
い
飲
遠
征
人
有
夢
歸
郷
遠
く
し
て
征
人
夢
有
り
て
帰
る
『詩
稿
』
巻
七
「春
残
」（
45）
大
牀
獨
臥
豪
猶
在
大
牀
に
独
臥
し
て
豪
猶
ほ
在あり
萬
衆
横
行
策
竟
疎
万
衆
横
行
す
る
も
策
竟
に
疎
な
り
『詩
稿
』
巻
八
「庵
の
壁
に
題
す
」（
46）
關
河
可
使
成
南
北
関
河
南
北
と
成
ら
し
む
べ
け
ん
や
豪
傑
誰
堪
共
死
生
豪
傑
誰
か
死
生
を
共
に
す
る
に
堪
へん
『詩
稿
』
巻
八
「猟
罷やみ
て
夜
飲
し
、
独
孤
生
に
示
す
」（
47）
三
萬
里
天
供
醉
眼
三
万
里
の
天
酔
眼
に
供
し
二
千
年
事
入
悲
歌
二
千
年
の
事
悲
歌
に
入
る
『詩
稿
』
巻
二
十
三
「鏡
を
覧みる
」（
48）
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規
模
肯
墮
管
蕭
亞
規
模
堕お
つ
る
を
肯
ず
が
え
ん
管
蕭
の
亜
夢
想
毎
馳
河
渭
間
夢
想
毎つ
ねに
馳
す
河
渭
の
間
『詩
稿
』
巻
三
十
六
「感
懐
」（
49）
詩
の
中
に
感
慨
の
要
素
が
多
す
ぎ
る
と
、
時
に
は
老
齢
や
不
遇
を
嘆
き
悲
し
む
と
い
う
道
を
歩
み
、
詩
に
お
け
る
常
套
手
段
と
な
り
、
か
え
っ
て
読
者
の
嫌
悪
を
引
き
起
こ
す
。
こ
の
よ
う
な
詩
は
、
陸
游
の
詩
稿
の
中
に
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
『詩
稿
』
巻
一
の
「霜
風
」（
50）で
あ
る
。
十
月
霜
風
吼
屋
邊
十
月
霜
風
屋
辺
に
吼
え
布
裘
未
皺
一
銖
綿
布
裘
未
だ
一
銖
の
綿
を
皺
ぜ
ず
豈
惟
眇
索
隣
僧
米
豈
に
惟
だ
飢
ゑ
て
隣
僧
の
米
を
索
む
る
の
み
な
ら
ん
や
眞
是
寒
無
坐
客
氈
真
に
是
れ
寒
き
に
客
を
し
て
坐
せ
し
む
る
の
氈
無
し
身
老
嘯
歌
悲
永
夜
身
は
老
い
嘯
歌
し
て
永
夜
を
悲
し
み
家
貧
扇
壬
過
凶
年
家
は
貧
し
く
扇
壬
と
う
し
ゅし
て
凶
年
を
過
ご
す
丈
夫
經
此
寧
非
福
丈
夫
此
を
経
る
は
寧む
しろ
福
に
非
ず
や
破
涕
燈
前
一
粲
然
涕
を
な
み
だ
灯
前
に
破
り
て
一
た
び
粲
然
た
り
こ
の
一
首
の
詩
の
中
に
、
「眇
」
「寒
」
「老
」
「貧
」
の
す
べ
て
が
出
現
し
て
い
る
が
、
実
は
創
作
の
年
に
陸
游
は
わ
ず
か
四
十
三
歳
で
あ
り
、
こ
の
詩
の
前
後
に
は
「統
稲
を
分
ち
て
晩
に
帰
る
」
（『詩
稿
』
巻
一
）（
51）「小
酌
」（同
上
）（
52）な
ど
の
詩
が
あ
り
、
境
遇
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
悪
か
った
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
書
き
方
は
、
た
だ
単
に
一
種
の
士
大
夫
の
習
癖
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
陸
游
の
中
年
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
詩
は
比
較
的
少
な
い
。
あ
る
い
は
、
生
活
面
で
の
接
触
範
囲
が
比
較
的
広
か
っ
た
た
め
に
、
老
衰
や
不
遇
を
嘆
き
悲
し
む
と
い
う
考
え
を
、
意
識
の
中
か
ら
排
除
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
陸
游
の
感
慨
の
詩
は
、
や
は
り
一
概
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
「即
事
」
一
首
（『詩
稿
』
巻
三
）（
44）で
あ
る
。
渭
水
岐
山
不
出
兵
渭
水
岐
山
兵
を
出
さ
ず
却
攜
琴
劍
錦
官
城
却
つ
て
琴
剣
を
錦
官
城
に
携
ふ
醉
來
身
外
窮
通
小
酔
ゐ
来
り
て
身
外
の
窮
通
小
さ
く
老
去
人
間
毀
譽
輕
老
い
去
り
て
人
間
の
毀
誉
軽
し
捫
蝨
雄
豪
空
自
許
虱
を
捫
る
雄
豪
空
し
く
自
ら
許
せ
し
も
屠
龍
工
巧
竟
何
成
竜
を
屠
る
工
巧
竟
に
何
を
か
成
さ
ん
雅
聞
面
下
多
區
芋
雅つ
ねに
聞
く
面
下
区
芋
多
し
と
聊
試
寒
爐
玉
堝
羹
聊
か
寒
炉
に
玉
堝
の
羹
を
試
み
ん
こ
の
詩
が
書
か
れ
た
年
に
陸
游
は
四
十
八
歳
で
、
実
は
ま
だ
年
老
い
て
は
お
ら
ず
、結
尾
の
二
句
は
、感
傷
の
調
子
も
い
さ
さ
か
濃
厚
に
過
ぎ
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
は
「霜
風
」
詩
と
は
完
全
に
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
年
（乾
道
八
年
、
一
一
七
二
）、
陸
游
は
南
鄭
の
前
線
で
四
川
宣
撫
使
司
幹
皺
公
事
の
職
務
を
担
当
し
て
お
り
、
彼
は
正
に
宣
撫
使
王
炎
の
指
揮
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下
に
あ
り
、
敵
に
対
す
る
戦
闘
を
準
備
し
、
成
功
を
渇
望
し
て
い
る
最
中
に
、
前
線
か
ら
撤
退
し
て
、
成
都
府
安
撫
使
司
參
議
官
と
な
る
よ
う
に
と
の
命
令
を
受
け
た
。
彼
は
出
兵
の
望
み
が
な
い
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
幻
想
が
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
―
―
―
自
分
は
平
素
「身
外
の
窮
通
」
「人
間
の
毀
誉
」
を
一
文
の
値
打
ち
も
な
い
と
見
て
、
「虱
を
ひ
ね
っ
て
兵
を
談
ず
る
」王
猛（
53）に
自
分
を
比
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
竜
を
屠
殺
す
る
技
術
を
習
得
し
た
も
の
の
、
つ
い
に
屠
る
べ
き
竜
は
お
ら
ず
、
す
べ
て
が
水
泡
に
帰
し
た
―
―
―
と
。
こ
の
詩
の
憤
懣
の
語
気
と
消
極
的
な
要
素
は
深
刻
な
も
の
だ
が
、
「渭
水
岐
山
不
出
兵
」
は
、
詩
全
体
を
完
全
に
奮
い
立
た
せ
て
い
る
。
憤
懣
と
消
極
は
、
正
に
統
治
階
級
が
抗
戦
し
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
抗
戦
の
命
令
が
一
た
び
下
さ
れ
、
渭
水
と
岐
山
に
出
兵
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
時
憤
懣
は
興
奮
と
化
し
、
消
極
は
積
極
へ
と
転
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
詩
は
、
一
般
の
感
慨
の
詩
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
律
詩
の
様
式
は
、
通
常
は
一
聯
が
「写
景
」
で
一
聯
が
「写
情
」
で
あ
り
、
更
に
一
歩
を
進
め
る
と
、
「景
」
の
中
に
「情
」
が
あ
り
、
「情
」
の
中
に
「景
」が
あ
る
と
い
う
、「情
景
交
融
」
の
句
法
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
客
途
南
北
雁　
　
客
途
南
北
の
雁
世
事
雨
役
鳩　
　
世
事
雨
晴
の
鳩
『詩
稿
』
巻
五
十
四
「書
悔
」（
54）
雁
が
南
北
に
飛
ぶ
こ
と
か
ら
旅
空
の
も
の
悲
し
さ
を
感
じ
、
鳩
の
鳴
き
声
に
つ
れ
て
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
す
る
こ
と
か
ら
世
事
の
移
ろ
い
や
す
さ
を
感
じ
る
。
こ
れ
が
、
「情
景
交
融
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
句
法
は
七
言
律
詩
の
中
に
よ
り
多
く
、
ま
た
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
十
年
塵
土
靑
衫
色
十
年
塵
土
青
衫
の
色
萬
里
江
山
畫
角
聲
万
里
江
山
画
角
の
声
『詩
稿
』
巻
二
「晩
晴
に
角
を
聞
き
て
感
有
り
」（
55）
十
月
風
霜
欺
客
枕
十
月
風
霜
客
枕
を
欺
き
五
更
鼓
角
滿
江
天
五
更
鼓
角
江
天
に
満
つ
『詩
稿
』
巻
十
五
「幽
居
感
懐
」（
56）
巴
山
頻
入
初
寒
夢
巴
山
頻し
きり
に
入
る
初
寒
の
夢
江
月
偏
供
獨
夜
愁
江
月
偏
に
ひ
と
え
供
す
独
夜
の
愁
『詩
稿
』
巻
三
十
八
「亀
堂
独
酌
」（
57）
萬
里
關
河
孤
枕
夢
万
里
の
関
河
孤
枕
の
夢
五
更
風
雨
四
山
秋
五
更
の
風
雨
四
山
の
秋
『詩
稿
』
巻
四
十
四
「枕
上
の
作
」（
58）
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關
山
滿
眼
愁
千
斛
関
山
眼
に
満
ち
愁
千
斛
歳
月
催
人
雪
一
簪
歳
月
人
を
催
し
雪
一
簪
『詩
稿
』
巻
五
十
「新
晴
」（
59）
碧
雲
又
見
日
將
暮
碧
雲
又
た
見
る
日
将
に
暮
れ
ん
と
す
る
を
芳
草
不
知
人
念
歸
芳
草
知
ら
ず
人
帰
る
を
念お
もふ
を
『詩
稿
』
巻
五
十
二
「故
山
を
懐お
もふ
」（
60）
陸
游
の
対
句
の
あ
る
も
の
は
、
非
常
に
「自
然
圓
転
」
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
正
に
謝
托
（四
六
四
～
四
九
九
）
が
好
詩
圓
美
流
轉
如
彈
丸
好
き
詩
は
円
美
に
し
て
、
流
転
す
る
こ
と
弾
丸
の
ご
と
し（
61）
と
言
う
通
り
で
あ
る
。
当
然
、
こ
こ
に
も
一
定
の
境
界
が
あ
り
、
「圓
美
」
か
ら
「圓
熟
」
に
な
る
と
、
す
で
に
佳
句
と
悪
句
の
境
界
に
至
り
、
更
に
一
歩
進
ん
で
「圓
滑
」
と
な
る
と
、
詩
中
の
病
弊
と
な
る
。
陸
游
も
、
區
區
圓
美
非
絶
倫
区
区
た
る
円
美
絶
倫
に
非あ
らず
彈
丸
之
評
方
誤
人
弾
丸
の
評
方ま
さに
人
を
誤
る
『詩
稿
』
巻
十
六
「鄭
虞
任
検
法
の
贈
ら
る
る
に
答
ふ
」（
62）
と
詠
っ
て
お
り
、
「人
を
誤
る
」
こ
と
は
、
正
に
詩
中
の
病
弊
で
あ
る
。
陸
游
の
「圓
美
」
な
詩
句
に
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
正
欲
厳
言
聞
客
至
正
に
清
言
せ
ん
と
欲
す
る
に
客
の
至
る
を
聞
き
偶
思
小
飮
報
花
開
偶
々
小
飲
を
思
ふ
に
花
の
開
く
を
報
ず
『詩
稿
』
巻
十
五
「幽
居
書
事
」（
63）
小
樓
一
夜
聽
春
雨
小
楼
に
一
夜
春
雨
を
聴
き
深
巷
明
朝
賣
杏
花
深
巷
に
明
朝
杏
花
を
売
る
『詩
稿
』
巻
十
七
「臨
安
に
春
雨
初
め
て
霽はる
」（
64）
花
如
解
笑
還
多
事
花
如もし
笑
ふ
を
解
せ
ば
還また
事
多
か
ら
ん
石
不
能
言
最
可
人
石
言
ふ
能あ
たは
ず
し
て
最
も
人
に
可
な
り
『詩
稿
』
巻
三
十
五
「閑
居
自
述
」（
65）
雨
聲
已
斷
時
聞
滴
雨
声
已
に
断
た
れ
て
時
に
滴
を
し
ず
く
聞
き
雲
氣
將
歸
別
起
峯
雲
気
将ま
さに
帰
ら
ん
と
し
て
別
に
峰
を
起
つ
『詩
稿
』
巻
三
十
五
「秋
雨
初
め
て
霽はれ
筆
を
試
す
」（
66）
律
詩
の
特
徴
は
対
句
が
あ
る
こ
と
で
、
対
句
が
あ
れ
ば
必
然
的
に
、
巧
妙
さ
と
穏
当
さ
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
当
然
、
意
境
が
質
朴
で
生
動
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
本
来
必
ず
し
も
対
句
で
あ
る
必
要
は
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な
く
、
対
句
が
巧
み
で
は
な
い
箇
所
で
、
よ
り
一
層
詩
情
を
感
じ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
「小
樓
」
の
一
聯
は
、
「春
雨
」
を
「杏
花
」
に
対
置
し
て
お
り
、
正
に
こ
の
通
り
で
あ
る
。
方
回
（一
二
二
七
～
一
三
〇
七
）
の
『瀛
奎
律
髄
』
は
、
賈
島
（七
七
九
～
八
四
三
）
の
「病
起
」
詩（
67）中
の
二
聯
身
事
豈
能
遂　
　
身
事
豈
に
能
く
遂
げ
ん
蘭
花
又
已
開　
　
蘭
花
又
た
已
に
開
く
病
令
新
作
少　
　
病
は
新
作
を
し
て
少
な
か
ら
し
め
雨
阻
故
人
來　
　
雨
は
故
人
の
来
る
を
阻
む
を
例
に
あ
げ
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
昧
者
必
謂
、
身
事
不
可
對
蘭
花
二
字
。
然
細
味
之
、
乃
殊
有
味
。
以
十
字
一
串
貫
意
、
而
一
情
一
景
、
自
然
明
白
。
下
聯
更
用
雨
字
對
病
宇
、
甚
爲
不
切
、
而
意
極
切
。
眞
是
好
詩
、
變
體
之
妙
者
也
。
昧
な
る
者
必
ず
謂お
もへら
く
、
「身
事
」
は
「蘭
花
」二
字
に
対
す
べ
か
ら
ず
と
。
然
れ
ど
も
細
か
に
之
を
味
わ
は
ば
、
乃
ち
殊
に
味
有
り
。
十
字
を
以
て
一
串
に
意
を
貫
き
、
一
情
一
景
に
し
て
、
自
然
明
白
な
り
。
下
聯
は
更
に
「雨
」
字
を
用
て
「病
」
宇
に
対
し
、
甚
だ
切
な
ら
ず
と
為
す
も
、
意
は
極
め
て
切
な
り
。
真
に
是
れ
好
詩
に
し
て
、
変
体
の
妙
な
る
者
な
り
。
陸
游
は
宋
の
嘉
定
二
年
（一
二
〇
九
）
に
世
を
去
り
、（
68）方
回
は
宋
の
寶
慶
三
年
（一
二
二
七
）
に
生
ま
れ
て
お
り
、
二
人
の
年
代
は
そ
う
遠
く
離
れ
て
は
お
ら
ず
、
律
詩
の
芸
術
上
の
手
法
に
関
し
て
、
彼
ら
は
共
通
の
認
識
を
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
別
の
面
か
ら
言
え
ば
、
対
句
が
巧
妙
で
穏
当
で
あ
る
こ
と
は
、
や
は
り
律
詩
の
重
要
条
件
の
一
つ
な
の
で
あ
り
、
巧
妙
穏
当
で
あ
る
こ
と
が
困
難
な
箇
所
で
、
巧
妙
穏
当
な
対
句
を
作
る
所
に
、
よ
り
一
層
詩
人
の
技
巧
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
要
求
の
下
、
字
句
の
面
で
、
時
に
は
い
さ
さ
か
通
常
と
は
異
な
る
措
置
が
必
要
と
さ
れ
、
古
代
の
詩
人
は
、
こ
れ
を
「煉
句
」
と
称
し
た
。
陸
游
の
作
品
は
こ
の
点
に
す
ぐ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
少
な
か
ら
ぬ
例
句
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
兒
學
無
淘
異　
　
児
の
学
淘
の
異
無
く
孫
啼
有
啓
呱　
　
孫
の
啼
啓
の
呱
有
り
『詩
稿
』
巻
七
十
三
「秋
冬
の
交
雑
賦
」（
69）
一
生
不
作
牛
衣
泣
一
生
作なさ
ず
牛
衣
の
泣
萬
事
從
渠
馬
耳
風
万
事
渠か
れに
従
ふ
馬
耳
の
風
『詩
稿
』
巻
七
「范
待
制
の
秋
興
に
和
す
」（
70）
玩

有
約
間
何
闊
鴎
を
玩
ぶ
に
約
有
り
間
何
ぞ
闊
な
る
斂
版
無
聊
歸
去
來
版
を
斂
む
る
に
聊
無
し
帰
り
な
ん
い
ざ
『詩
稿
』巻
十
九
「張
時
可
直
閣
書
も
て
報
ず
ら
く
、已
に
奉
祠
雲
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台
を
請
ふ
を
得
た
り
と
。
長
句
を
作
り
て
之
を
賀
す
」（
71）
誰
其
云
者
兩
黄
鵠
誰
か
其
れ
云
ふ
者
ぞ
両
黄
鵠
何
以
報
之
雙
玉
盤
何
を
以
て
か
之
に
報
い
ん
双
玉
盤
『詩
稿
』
巻
二
十
二
「東
涇
よ
り
小
嶺
を
度わ
たる
に
、
聞
く
な
ら
く
、
地
の
庵
を
卜
す
べ
き
有
り
と
。
喜
び
て
賦
す
る
有
り
」（
72）
絶
世
本
來
希
獨
立
絶
世
本
来
独
立
を
希ね
がふ
刺
天
不
復
計
羣
飛
刺
天
復また
群
飛
を
計
ら
ず
『詩
稿
』
巻
二
十
三
「懐お
もひ
を
遣やる
」（
73）
長
安
之
西
過
萬
里
長
安
の
西
万
里
を
過
ぐ
る
は
北
斗
以
南
惟
一
人
北
斗
以
南
惟ただ
一
人
な
る
の
み
『詩
稿
』
巻
三
十
三
「昔
に
感
ず
」（
74）
当
然
、
こ
れ
ら
の
例
句
を
、
更
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「兒
學
」
の
一
聯
の
「淘
異
」
「啓
呱
」
は
、
造
句
の
鍛
練
で
あ
る
。
「間
何
闊
」
「歸
去
來
」
は
、
成
語
を
成
語
に
対
置
し
、
「誰
其
云
者
」
の
一
聯
は
、
一
句
全
体
を
一
句
全
体
に
対
置
し
て
い
る
。
「長
安
」
の
一
聯
は
よ
り
一
層
自
由
自
在
で
、
句
法
は
散
文
の
句
法
で
あ
り
な
が
ら
、
措
辞
が
流
暢
で
気
迫
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
た
め
に
、
散
文
に
似
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
な
い
。
こ
う
し
た
手
法
は
す
べ
て
、
江
西
詩
派
か
ら
学
び
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
江
西
詩
派
の
字
句
の
鍛
練
は
、
律
詩
の
句
法
の
面
で
豊
富
多
彩
な
作
用
を
起
こ
し
、
そ
れ
だ
け
を
取
り
出
し
て
見
る
な
ら
ば
、
形
式
を
重
視
す
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
し
か
し
進
歩
的
な
意
義
を
備
え
た
詩
全
体
の
中
で
は
、
多
様
化
さ
れ
た
句
法
は
、
詩
の
表
現
力
を
よ
り
一
層
増
加
さ
せ
る
。
過
去
の
人
々
が
詩
を
論
じ
る
と
、
陸
游
の
若
年
の
詩
は
江
西
詩
派
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
文
字
の
精
巧
さ
を
特
に
重
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
陸
游
が
こ
の
面
で
受
け
た
訓
練
の
影
響
は
、
そ
の
実
彼
の
一
生
を
貫
徹
し
て
い
る
。
中
年
以
降
、
前
線
地
帯
で
の
実
生
活
に
接
し
、
愛
国
思
想
に
よ
る
啓
発
を
受
け
た
こ
と
は
、
彼
の
作
品
に
よ
り
一
層
絢
爛
た
る
色
彩
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
〔訳
者
補
注
〕
（
1）
「書
憤
」
…
…
淳
熙
十
三
年
春
、
山
陰
に
て
。
錢
仲
聯
『劍
南
詩
稿
校
注
』
（以
下
『校
注
』
と
略
記
）
第
三
冊
、
一
三
四
六
頁
。
（2
）
名
は
亮
、
字
は
孔
明
。
『三
國
志
』
巻
三
十
五
。
（3
）
「雜
感
」
…
…
開
禧
二
年
春
、
山
陰
に
て
。
六
首
連
作
の
其
三
。
『校
注
』
第
七
冊
、
三
七
二
〇
頁
。
（4
）
「夜
登
千
峯
槎
」
…
…
淳
熙
十
四
年
春
、
嚴
州
に
て
。
『校
注
』
第
三
冊
、
一
四
三
九
頁
。
（5
）
「雪
夜
有
感
」
…
…
淳
熙
十
三
年
十
二
月
、
嚴
州
に
て
。
『校
注
』
第
三
冊
、
一
四
二
八
頁
。
（6
）
「冬
夜
讀
書
忽
聞
苻
唱
」…
…
紹
熙
二
年
冬
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』第
四
冊
、
一
七
三
二
頁
。
（7
）
「枕
上
作
」
…
…
開
禧
元
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
七
冊
、
三
六
〇
二
頁
。
（8
）
「恩
封
渭
南
伯
唐
詩
人
趙
莊
爲
渭
南
尉
當
時
謂
之
趙
渭
南
後
來
將
以
予
爲
陸
渭
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南
乎
戲
作
長
句
」
…
…
嘉
定
元
年
春
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
八
冊
、
四
一
三
三
頁
。
（9
）
「海
中
醉
題
時
雷
雨
初
霽
天
水
相
接
也
」
…
…
紹
興
二
十
九
年
秋
、
福
州
に
て
。
『校
注
』
第
一
冊
、
三
六
頁
。
原
文
「無
盡
」
を
「無
限
」
に
作
る
が
、
『校
注
』
に
従
っ
て
改
め
た
。
（
10）
「鄰
水
延
福
寺
早
行
」
…
…
乾
道
八
年
春
、
鄰
水
に
て
。
『校
注
』
第
一
冊
、
二
一
七
頁
。
（
11）
「江
樓
」
…
…
淳
熙
四
年
七
月
、
成
都
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
六
五
八
頁
。
（
12）
「初
發
夷
陵
」
…
…
淳
熙
五
年
五
月
、
夷
陵
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
七
九
四
頁
。
（
13）
「泊
公
安
縣
」
…
…
淳
熙
五
年
五
月
、
公
安
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
七
九
八
頁
。
（
14）
「將
至
金
陵
先
寄
獻
劉
留
守
」
…
…
淳
熙
五
年
閏
六
月
、
建
康
近
く
の
舟
中
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
八
一
八
頁
。
（
15）
「小
出
塞
曲
」
…
…
紹
熙
四
年
冬
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
四
冊
、
一
九
四
五
頁
。
（
16）
「初
冬
感
懷
」…
…
慶
元
元
年
冬
、山
陰
に
て
。
二
首
連
作
の
其
一
。
『校
注
』第
四
冊
、
二
一
九
〇
頁
。
『校
注
』
詩
題
を
「初
冬
感
懷
二
首
」
に
作
る
。
（
17）
「過

石
有
感
」
…
…
淳
熙
五
年
閏
六
月
、
采
石
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
八
一
八
頁
。
（
18）
「信
州
東
驛
晨
起
」
…
…
淳
熙
六
年
九
月
、
信
州
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
九
一
八
頁
。
（
19）
「春
晩
」
…
…
淳
熙
七
年
三
月
、
撫
州
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
九
四
八
頁
。
（
20）
「舎
北
」
…
…
嘉
泰
元
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
六
冊
、
二
八
五
五
頁
。
（
21）
「秋
日
次
前
輩
新
年
韻
」
…
…
嘉
定
元
年
秋
、
山
陰
に
て
。
五
首
連
作
の
其
五
。
『校
注
』
第
八
冊
、
四
二
二
九
頁
。
（
22）
「久
病
灼
艾
後
獨
臥
有
感
」…
…
乾
道
七
年
秋
、
後
州
に
て
。
『校
注
』第
一
冊
、
一
九
八
頁
。
（
23）
「送
客
至
江
上
」
…
…
乾
道
九
年
秋
、
嘉
州
に
て
。
『校
注
』
第
一
冊
、
三
二
八
頁
。
（
24）
「晝
臥
」
…
…
淳
熙
四
年
七
～
八
月
の
間
、
成
都
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
六
六
八
頁
。
（
25）
「晩
春
感
事
」…
…
紹
熙
二
年
春
、山
陰
に
て
。
四
首
連
作
の
其
三
。
『校
注
』第
四
冊
、
一
六
六
〇
頁
。
（
26）
「冬
夜
」
…
…
開
禧
元
年
冬
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
七
冊
、
三
六
五
八
頁
。
（
27）
「曉
思
」
…
…
開
禧
三
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
七
冊
、
三
九
九
二
頁
。
（
28）
「題
陽
關
圖
」
…
…
紹
熙
五
年
夏
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
四
冊
、
二
〇
二
二
頁
。
原
文
「荒
城
」
を
「荒
村
」
に
、
ま
た
「巻
三
十
」
を
「巻
四
十
」
に
作
る
が
、
『校
注
』
に
従
っ
て
改
め
た
。
（
29）
「春
陰
」
…
…
紹
熙
四
年
春
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
四
冊
、
一
八
七
五
頁
。
（
30）
「黄
州
」
…
…
乾
道
六
年
八
月
、
黄
州
に
て
。
『校
注
』
第
一
冊
、
一
四
一
頁
。
（
31）
「北
窗
」
…
…
淳
熙
七
年
九
月
、
撫
州
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
一
〇
〇
二
頁
。
（
32）
「夜
泊
水
村
」…
…
淳
熙
九
年
八
～
九
月
の
間
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』第
三
冊
、
一
一
三
六
頁
。
（
33）
「讀
書
罷
小
酌
偶
賦
」…
…
淳
熙
十
年
十
月
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』第
三
冊
、
一
二
一
九
頁
。
（
34）
「老
學
菴
」
…
…
嘉
泰
二
年
春
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
六
冊
、
三
〇
〇
〇
頁
。
（
35）
「登
慧
照
寺
小
閣
」
…
…
『校
注
』
第
一
冊
、
二
二
四
頁
。
（
36）
「親
舊
見
過
多
見
賀
強
健
戲
作
此
篇
」
…
…
開
禧
二
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
七
冊
、
三
七
九
四
頁
。
（
37）
「秋
晩
」
…
…
開
禧
三
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
七
冊
、
四
〇
〇
四
頁
。
（
38）
『晉
書
』
巻
百
十
四
。
（
39）
『舊
唐
書
』
巻
七
十
四
、
『新
唐
書
』
巻
九
十
八
。
（
40）
『舊
唐
書
』
巻
六
十
七
、
『新
唐
書
』
巻
九
十
三
。
（
41）
「秋
夕
」
…
…
嘉
泰
四
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
六
冊
、
三
三
八
七
頁
。
（
42）
「枕
上
」
…
…
淳
熙
四
年
十
二
月
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
七
四
〇
頁
。
（
43）
「掩
門
」
…
…
嘉
泰
二
年
冬
、
山
陰
に
て
。
四
首
連
作
の
其
一
。
『校
注
』
第
六
冊
、
三
〇
八
八
頁
。
（
44）
「即
事
」
…
…
乾
道
八
年
十
一
月
、
綿
州
の
道
中
に
て
。
『校
注
』
第
一
冊
、
二
七
五
頁
。
（
45）
「春
殘
」
…
…
淳
熙
三
年
二
月
、
成
都
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
五
五
三
頁
。
（
46）
「題
菴
壁
」
…
…
淳
熙
四
年
七
月
、
成
都
に
て
。
『校
注
』
第
二
冊
、
六
五
五
頁
。
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（
47）
「獵
罷
夜
飮
示
獨
孤
生
」
…
…
淳
熙
四
年
九
月
、
漢
州
の
道
中
に
て
。
三
首
連
作
の
其
三
。
『校
注
』
第
二
冊
、
六
九
四
頁
。
（
48）
「覧
鏡
」
…
…
紹
熙
二
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
四
冊
、
一
六
八
二
頁
。
（
49）
「感
懷
」
…
…
慶
元
三
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
五
冊
、
二
三
三
五
頁
。
（
50）
「霜
風
」
…
…
乾
道
三
年
十
月
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
一
冊
、
一
一
三
頁
。
（
51）
「統
分
稻
晩
歸
」
…
…
乾
道
三
年
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
一
冊
、
一
一
一
頁
。
朱
東
潤
氏
の
原
文
は
「分
稻
晩
歸
」
に
作
る
が
、
『校
注
』
に
従
っ
て
改
め
る
。
統
は
、
陸
游
の
長
男
子
杼
の
幼
名
（錢
仲
聯
説
）。
（
52）
「小
酌
」
…
…
乾
道
三
年
十
月
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
一
冊
、
一
一
三
頁
。
（
53）
『晉
書
』
巻
百
十
四
、
苻
堅
載
記
…
…
桓
温
入
關
、
猛
被
褐
而
詣
之
、
一
面
談
當
世
之
事
、
捫
蝨
而
言
、
旁
若
無
人
。
（
54）
「書
悔
」
…
…
嘉
泰
三
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
六
冊
、
三
一
九
六
頁
。
（
55）
「晩
役
聞
角
有
感
」
…
…
乾
道
七
年
夏
、
後
州
に
て
。
『校
注
』
第
一
冊
、
一
九
四
頁
。
（
56）
「幽
居
感
懷
」
…
…
淳
熙
十
年
十
月
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
三
冊
、
一
二
一
五
頁
。
（
57）
「龜
堂
獨
酌
」…
…
慶
元
四
年
冬
、山
陰
に
て
。
二
首
連
作
の
其
二
。
『校
注
』第
五
冊
、
二
四
三
九
頁
。
（
58）
「枕
上
作
」
…
…
慶
元
六
年
秋
～
冬
の
間
、
山
陰
に
て
。
二
首
連
作
の
其
二
。
『校
注
』
第
五
冊
、
二
七
一
八
頁
。
（
59）
「新
役
」
…
…
嘉
泰
二
年
春
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
六
冊
、
二
九
九
八
頁
。
（
60）
「懷
故
山
」
…
…
嘉
泰
二
年
秋
、
臨
安
に
て
。
『校
注
』
第
六
冊
、
三
〇
七
六
頁
。
（
61）
『南
史
』
巻
二
十
二
、
王
唔
傳
…
…
（沈
約
）
又
於
御
筵
謂
王
志
曰
、
「賢
弟
子
文
章
之
美
、
可
謂
後
來
獨
歩
。
謝
托
常
見
語
云
、
『好
詩
圓
美
流
轉
如
彈
丸
』。
近
見
其
數
首
、
方
知
此
言
爲
實
」。
朱
東
潤
氏
の
原
文
で
は
、
「好
詩
流
轉
圓
美
如
彈
丸
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『南
史
』
に
従
っ
て
改
め
た
。
（
62）
「答
鄭
虞
任
檢
法
見
贈
」
…
…
淳
熙
十
年
閏
十
一
月
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
三
冊
、
一
二
四
五
頁
。
「彈
丸
之
評
」、
朱
東
潤
氏
の
原
文
で
は
「彈
丸
之
説
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『校
注
』
に
従
っ
て
改
め
た
。
ま
た
、
原
文
で
は
「彈
丸
」
の
一
句
の
み
が
単
独
で
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
二
句
あ
わ
せ
て
引
用
し
た
。
（
63）
「幽
居
書
事
」
…
…
淳
熙
十
年
八
月
、
山
陰
に
て
。
二
首
連
作
の
其
一
。
『校
注
』
第
三
冊
、
一
一
八
二
頁
。
（
64）
「臨
安
春
雨
初
霽
」
…
…
淳
熙
十
三
年
春
、
臨
安
に
て
。
『校
注
』
第
三
冊
、
一
三
四
七
頁
。
（
65）
「閒
居
自
述
」
…
…
慶
元
二
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
五
冊
、
二
二
七
七
頁
。
（
66）
「秋
雨
初
霽
試
筆
」
…
…
慶
元
二
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
五
冊
、
二
二
七
七
頁
。
（
67）
『瀛
奎
律
髄
』
巻
二
十
六
（變
體
類
）。
『瀛
奎
律
髓
彙
評
』
（一
九
八
六
年
四
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
中
冊
、
一
一
三
二
頁
。
（
68）
陸
游
が
亡
く
な
っ
た
の
は
嘉
定
二
年
年
末
の
十
二
月
二
十
九
日
で
あ
り
、
西
暦
に
換
算
す
る
と
、
一
二
一
〇
年
一
月
二
十
六
日
に
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
朱
氏
の
原
文
を
尊
重
し
た
。
ち
な
み
に
、
錢
鍾
書
氏
『宋
詩
選
註
』
（一
九
五
八
年
九
月
、
人
民
文
学
出
版
社
）
の
陸
游
小
伝
は
、
没
年
を
一
二
一
〇
年
と
記
し
て
い
る
。
（
69）
「秋
冬
之
交
雜
賦
」
…
…
開
禧
三
年
秋
～
冬
の
間
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
七
冊
、
四
〇
二
一
頁
。
（
70）
「和
范
待
制
秋
興
」
…
…
淳
熙
三
年
九
月
、
成
都
に
て
。
三
首
連
作
の
其
一
。
『校
注
』
第
二
冊
、
六
一
一
頁
。
（
71）
「張
時
可
直
閣
書
報
已
得
請
奉
祠
雲
臺
作
長
句
賀
之
」…
…
淳
熙
十
四
年
秋
、
嚴
州
に
て
。
『校
注
』
第
三
冊
、
一
四
六
七
頁
。
（
72）
「自
東
涇
度
小
嶺
聞
有
地
可
卜
菴
喜
而
有
賦
」
…
…
紹
熙
二
年
夏
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
四
冊
、
一
六
七
一
頁
。
（
73）
「遣
懷
」
…
…
紹
熙
二
年
秋
、
山
陰
に
て
。
『校
注
』
第
四
冊
、
一
六
九
八
頁
。
（
74）
「感
昔
」
…
…
慶
元
元
年
秋
、
山
陰
に
て
。
二
首
連
作
の
其
二
。
『校
注
』
第
四
冊
、
二
一
七
三
頁
。
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